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と
あ
る
。
書
か
れ
た
日
付
と
署
名
か
ら
判
断
し

て
、こ
れ
は
堀
俊
造
の
葬
儀
で
、次
男
（
惇
一
）

が
朗
読
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
履
歴
書

故
堀
俊
造
之
履
歴

　
「
弘
化
四
〔
一
八
四
七
〕
年
十
二
月
、
岡
山

県
真
庭
郡
落
合
町
字
垂
水
、
医
師
、
堀
尚
賢
の

長
男
に
生
る
。
代
々
医
を
業
と
す
る
を
以
て
、

●
同
志
社
の
医
学
教
育

　

医
学
部
ま
で
、
あ
と
一
歩
で
あ
っ
た
。
同
志

社
病
院
と
京
都
看
病
婦
学
校
ま
で
は
、
順
調
で

あ
っ
た
。
が
、
本
丸
は
幻
想
に
終
わ
っ
た
。
実

現
す
れ
ば
、
帝
大
（
東
京
大
学
）
の
ド
イ
ツ
医

学
に
対
し
て
、
特
異
な
欧
米
医
学
の
導
入
が
、

図
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
一
世
紀
を
経
た
２
０
０
８
年
、
同

志
社
大
学
に
生
命
医
科
学
部
が
誕
生
し
た
。
文

科
省
に
よ
る
医
学
部
設
置
解
禁
を
受
け
て
、
次

は
医
学
部
「
復
興
」
の
夢
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を

駆
け
巡
る
の
か
。
そ
う
言
え
ば
、
新
島
襄
宿
志

の
大
学
は
、
文
（
神
）、
法
、
医
で
出
発
す
る

は
ず
で
あ
っ
た
。
鼎
の
一
足
は
、
今
も
欠
如
し

た
ま
ま
で
あ
る
。

　

19
世
紀
の
古
都
を
慌
た
だ
し
く
駆
け
抜
け
た

キ
リ
ス
ト
教
系
病
院
・
看
護
学
校
は
、
今
で
は

ま
っ
た
く
影
が
薄
い
。
か
ろ
う
じ
て
名
前
が
残

る
ス
タ
ッ
フ
は
、
Ｊ
・
Ｃ
・
ベ
リ
ー
、
Ｌ
・
リ

チ
ャ
ー
ズ
、佐
伯
理
一
郎
く
ら
い
で
あ
る
。『
同

志
社
山
脈
─
─
１
１
３
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
』

（
晃
洋
書
房
、
２
０
０
３
年
）
に
彼
ら
を
載
録

し
た
の
が
、
風
化
防
止
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

医
師
は
、
も
ち
ろ
ん
佐
伯
だ
け
で
は
な
い
。

開
院
当
初
か
ら
ベ
リ
ー
院
長
を
助
け
、
そ
し
て

病
院
の
終
焉
を
見
届
け
た
の
が
、
堀
俊
造
（
俊

三
）
で
あ
る
。
彼
の
事
績
は
、
出
身
地
の
岡
山

県
落
合
町
（
現
真
庭
市
）
で
辛
う
じ
て
知
ら
れ

る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
も
、
尾
崎
蘭
香
『
落
合

町
史
』（
263
〜
264
頁
、
落
合
町
教
育
委
員
会
、

１
９
６
４
年
）
や
『
落
合
町
史
』
通
史
編
（
914

〜
915
頁
、
落
合
町
、
２
０
０
４
年
）
が
、
触
れ

る
程
度
で
あ
る
。

●
堀
俊
造
の
同
志
社
デ
ビ
ュ
ー

　

近
年
、
落
合
町
ゆ
か
り
の
外
科
医
（
元
落
合

病
院
医
師
・
落
合
教
会
役
員
）、
山
代
寛
ひ
ろ
し

教
授

（
沖
縄
大
学
人
文
学
部
福
祉
文
化
学
科
）
が
、

堀
を
再
発
掘
さ
れ
た
。「
タ
バ
コ
のH

istorical 

A
ccident

に
関
わ
っ
た
キ
リ
ス
ト
者
医
師
『
堀

俊
造
』
に
つ
い
て
」（『
日
本
禁
煙
学
会
雑
誌
』

第
二
巻
第
７
号
、
２
０
０
７
年
10
月
）、
な
ら

び
に
、「
禁
煙
活
動
と
落
合
教
会
─
─
落
合
教

会
創
設
者
・
堀
俊
造
に
つ
い
て
」（『
医
学
と
福

音
』
第
59
巻
第
９
号
、
２
０
０
７
年
10
月
）
で

あ
る
。

　

同
志
社
と
の
関
係
は
、
依
然
と
し
て
不
透
明

の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
へ
、「
お
宝
」
の
出
現

で
あ
る
。
今
年
２
月
、
京
都
市
在
住
の
村
井
正

三
氏
が
、
永
年
、
保
存
さ
れ
て
い
た
祖
父
の
写

真
や
書
類
な
ど
数
十
点
を
提
供
さ
れ
た
。
眼
を

見
張
る
の
が
、『
照
引　

新
約
聖
書
』（
米
国
聖

書
会
社
、
日
本
横
浜
印
行
、
１
８
８
４
年
）
で

あ
る
。
村
井
氏
は
、
洛
北
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教

団
京
き
ょ
う

北ほ
く

教
会
会
員
で
あ
る
。

　

資
料
の
一
部
は
、
同
教
会
の
今
井
牧
夫
牧
師

（
同
志
社
大
学
大
学
院
神
学
研
究
科
に
在
籍
し

て
、
博
士
論
文
を
作
成
中
）
の
斡
旋
で
、
今
春
、

本
学
神
学
部
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
履
歴
書
全
文
を
紹
介
す
る
。
原

文
は
今
井
氏
の
読
み
（
一
部
加
筆
）
に
依
る
が
、

元
々
は
、
毛
筆
縦
書
き
の
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
表

記
で
あ
る
。
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
変
え
、
句
読

点
を
加
え
た
。改
行
も
適
宜
行
な
っ
た
。〔　
　

〕

は
本
井
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

　

包
み
紙
の
裏
面
に
は
、「
堀
惇
一　

所
有
」

同
　
志
　
社
　
人
　
物
　
誌

104

堀　
　

俊　

造

医
学
部
を
夢
見
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ド
ク
タ
ー

本
井　

康
博

�

（
大
学
神
学
部
教
授
）

同志社病院と京都看病婦学校（現・KBS京都の所。同志社社史資料センター蔵）

 故人履歴書
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病
院
だ
け
で
な
く
、
学
園
に
も
タ
ッ
チ
し
て
い

る
こ
と
が
、
判
明
す
る
。

　

一
度
（
１
８
８
９
年
に
）、
同
志
社
ス
タ
ッ

フ
辞
職
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

夏
に
同
郷
の
伝
道
師
（
同
志
社
神
学
校
卒
）、

馬
場
種
太
郎
が
、
衰
微
し
た
落
合
教
会
の
た
め

に
は
、「
友
人
堀
」
の
帰
省
が
最
善
、
と
新
島

襄
に
申
し
入
れ
た
（『
新
島
襄
全
集
』
九
下
、

1031
頁
）。
堀
は
、
落
合
、
京
都
双
方
に
と
っ
て

不
可
欠
な
人
材
で
あ
っ
た
。

　

１
８
９
０
年
に
は
、
病
院
の
近
く
（
上
京
区

室
町
上か
み

長
ち
ょ
う

者じ
ゃ

町
）
に
土
地
・
建
物
を
購
入
し
て
、

そ
こ
に
住
ん
だ
。
そ
の
後
、
河
原
町
今
出
川
や

上
京
区
小
山
堀
池
町
で
開
業
。
最
後
は
下
鴨
松

木
町
に
落
ち
着
い
た
。

　
「
明
治
二
四
〔
１
８
９
１
〕
年
、
岐
阜
県
美

濃
大
垣
の
震
災
に
際
し
て
は
、
其
惨
害
を
耳
に

す
る
や
、
率
先
し
て
医
術
器
械
を
携
え
、
災
害

地
に
到
り
、
多
数
の
傷
害
患
者
の
為
め
に
尽
力

し
、
後
日
、
同
県
知
事
よ
り
表
彰
せ
ら
れ
た
り
」。

　

濃
尾
地
震
の
際
、
ベ
リ
ー
は
、
同
志
社
の
学

生
を
引
率
し
て
、
現
地
で
治
療
活
動
を
展
開
し

た
。
無
料
奉
仕
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
先
駆
で
あ
る
。
堀
も
同
行
し
た
。

所
有
の
別
宅
に
於お

い
て
裁
縫
学
校
を
新
設
し
、

続
い
て
相
愛
女
学
校
を
創
設
し
、
更
に
勝
山
町

に
共
愛
女
学
校
を
設
立
す
る
等
、
郷
土
婦
女
子

の
為
め
に
教
化
を
助
く
る
こ
と
、
甚
大
な
る
と

共
に
、
青
年
男
子
の
為
め
に
は
夜
学
を
設
け
、

大
い
に
向
学
の
風
を
養
成
奨
励
し
、
地
方
風
教

に
資
す
る
こ
と
、
少
な
か
ら
ず
」。

　

地
元
で
の
教
育
、
と
く
に
女
子
教
育
に
対
す

る
堀
の
貢
献
は
、
従
来
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。

●
同
志
社
病
院

　
「
明
治
二
十
〔
１
８
８
７
〕
年
、
京
都
同
志

社
病
院
長
、
ベ
レ
ー
〔
ベ
リ
ー
〕
氏
の
招
聘
に

応
じ
、〔
母
の
豊
を
始
め
〕
一
家
を
挙
げ
て
此こ
の

地
に
移
住
し
、
ベ
レ
ー
氏
の
許
に
あ
り
て
、
新

進
医
学
を
研
究
し
、
専
ら
同
氏
の
片
腕
と
し
て

同
病
院
の
名
声
を
挙
ぐ
る
こ
と
、
少
な
か
ら
ず
。

　

又
、
同
志
社
病
院
勤
務
の
傍
ら
、
同
校
に
於

い
て
生
理
学
、
衛
生
学
の
講
師
を
嘱
託
せ
ら
れ
、

尚
、
校
医
と
し
て
、
医
術
お
よ
び
教
育
の
任
に

従
事
せ
り
」。

　

ベ
リ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
医
療

宣
教
師
で
、
岡
山
で
の
活
動
が
長
か
っ
た
。
彼

の
紹
介
で
岡
山
か
ら
同
志
社
に
転
じ
た
堀
は
、

子
女
を
挙
ぐ
る
に
至
れ
り
。

　

其そ
の

後ご

、
基
督
教
牧
師
、
渡
邊
源
太
、
上か

代じ
ろ

知と
も

新よ
し

氏
を
聘
し
て
、
熱
心
に
其
布
教
に
尽
す
所
あ

り
。
作
洲
〔
美み
ま

作さ
か

国
〕
に
基
督
教
の
種
子
を
移

入
し
た
る
は
、
専
ら
故
人
の
力
に
拠
る
所
少
か

ら
ず
」。

　

洗
礼
を
受
け
た
の
は
、
１
８
８
２
年
、
高
梁

教
会
で
あ
っ
た
。
以
後
、
自
宅
を
開
放
し
て
、

伝
道
集
会
を
開
く
。

　

こ
れ
が
、
落
合
教
会
の
始
ま
り
で
あ
る
。
先

輩
格
の
岡
山
や
高
梁
、
笠
岡
、
天あ
ま

城き

に
次
い
で
、

県
下
五
番
目
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
（
い
ず

れ
も
同
志
社
系
の
会
衆
派
）
で
あ
る
。
県
北
部

（
美
作
地
方
）
で
は
、も
ち
ろ
ん
第
１
号
で
あ
る
。

　

堀
と
新
島
襄
の
出
会
い
も
、
こ
の
前
後
か
。

新
島
旧
蔵
の
「
辱
じ
ょ
く

知ち

姓
名
簿
」
は
、
１
８
８
３

年
か
ら
の
使
用
で
あ
る
が
、
一
頁
目
の
４
番
手

に
、
上
代
知
新
と
並
べ
て
堀（
堀
俊
三
と
あ
る
）

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
11
月
に
新
島

は
高
梁
教
会
に
出
張
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い

は
同
地
で
上
代
牧
師
か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
「
故
人
は
、
此こ

の
宗
教
的
教
化
に
力
を
尽
く

せ
し
外
、
女
子
教
育
の
為
め
に
は
、
高
梁
順
正

女
学
校
よ
り
河
合
久
子
女
史
を
聘
し
て
、
自
個

●
落
合
教
会
を
設
立

　
「
明
治
十
四
〔
一
八
八
一
〕
年
、
基キ
リ

督ス
ト

教
を

信
仰
す
る
に
至
り
、
当
時
、
備
中
高た
か

梁は
し

の
伝
道

師
、
二
宮
邦
治
郎
〔
邦
次
郎
〕
氏
を
聘
し
て
説

教
会
を
開
き
、
同
志
相
集
り
て
、
斯し

教き
ょ
うの
研
究

を
積
む
に
努
め
た
り
。
之こ

れ
実
に
、
落
合
教
会

の
嚆こ
う

矢し

と
す
。
今
日
、
同
地
方
に
於お

い
て
四
教

会
の
設
立
を
見
る
に
至
れ
る
は
、
実
に
先
の
落

合
教
会
の
設
立
、
其そ
の

基
礎
を
為
せ
り
。

　

同
年
十
一
月
、
旧
三さ
ん

田だ

藩
士
、
河
村
正
馬
長

女
、
良
子
と
結
婚
〔
夫
婦
と
も
再
婚
〕
し
、
次

来
〔
爾
来
〕、
男
子
三
人
、
女
子
六
人
の
多
数

が
、
従
来
は
、
神
戸
で
修
行
と
伝
え
ら
れ
て
き

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
神
戸
は
堀
の
人
生
を
変

え
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
の
Ｄ
・

Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
受

け
た
。
と
く
に
、
禁
酒
の
教
え
で
あ
る
。
自
身
、

酒
豪
で
あ
っ
た
が
、
禁
酒
を
断
行
し
た
ば
か
り

か
、
帰
省
後
、
一
族
の
大
酒
飲
み
に
禁
酒
を
勧

め
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
力
を
借
り
れ
ば
断
酒
が

で
き
る
、
と
説
き
伏
せ
て
、
と
も
に
聖
書
研
究

を
始
め
た
と
い
う
（
尾
崎
蘭
香
『
落
合
町
史
』

263
頁
）。
ま
た
医
業
に
関
し
て
は
、
自
宅
開
業

の
後
、
１
８
７
９
年
２
月
に
は
、
岡
山
県
か
ら

「
公
立
病
院
雇
医
」
を
申
付
け
ら
れ
て
い
る
。

故
人
も
亦
、
其そ
の

家
業
を
継
げ
り
。
長
じ
て
勝
山

藩
医
、
合
田
剛
に
就
き
て
医
業
を
学
び
、
更
に

転
じ
て
長
崎
に
到
り
、
蘭
学
を
修
む
る
と
共
に
、

蘭
法
医
学
を
研
究
し
て
、
後
、
神
戸
病
院
に
勤

務
し
、
患
者
の
医
療
に
従
事
し
て
、
日
夜
、
斯し

学が
く

の
研
究
を
怠
ら
ず
、
業
績
、
大
に
挙
る
。

　

明
治
八
〔
一
八
七
五
〕
年
、
再
び
郷
里
落
合

町
に
帰
り
て
、
自
宅
開
業
を
為
す
。
当
時
の
医

師
は
、
何
れ
も
皆
、
漢
方
医
な
り
し
を
、
独
り

故
人
は
、
洋
医
と
し
て
修
業
し
た
る
を
以
て
、

患
者
は
皆
其
門
に
集
り
、其
診
療
を
受
け
た
り
」。

　

こ
れ
ま
で
、
不
明
で
あ
っ
た
医
学
修
行
の
形

跡
が
判
明
す
る
。
神
戸
病
院
に
勤
務
、
と
あ
る

現在の美作落合教会（2011年5月）

堀俊造（洛北・下鴨の自宅で）
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家
人
に
対
し
て
は
、
其
憂
慮
を
お
そ
れ
て
、
努

め
て
其
然し
か

ら
ざ
る
風
を
装
ひ
、
偶た
ま

々た
ま

、
身
体
苦

痛
を
感
ず
る
事
あ
る
も
、
家
人
に
対
し
て
は
、

自
ら
忍
ん
で
之
を
公
言
す
る
こ
と
な
く
、
十
二

月
中
旬
、
愈
々
其
死
期
の
迫
り
し
を
覚
る
や
、

其
子
女
全
部
を
病
床
に
招
き
寄
せ
、
徐
々
に
永

久
の
別
れ
を
告
げ
、
十
二
月
卅
日
午
後
六
時
廿

五
分
、
眠
る
が
如ご
と

く
安
ら
か
に
、
永
遠
に
上
天

の
人
と
な
れ
り
。

�

大
正
十
五
〔
一
九
二
六
〕
年
一
月
二
日
」。

　

以
上
が
、
葬
儀
で
読
ま
れ
た
故
人
履
歴
、
な

ら
び
に
本
井
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
、
信
仰
の
篤
さ
は
、
半
端
で
は
な
い
。

　

履
歴
書
で
は
、
肝
心
の
同
志
社
病
院
に
お
け

る
堀
の
働
き
は
、
な
お
不
透
明
で
あ
る
。

　

同
志
社
病
院
の
記
録
は
、
ど
う
か
。
１
８
９

２
年
３
月
の
第
六
年
報
に
よ
れ
ば
、
外
来
部
門

に
堀
の
名
が
出
る
（『
同
志
社
百
年
史
』
資
料

編
一
、
213
頁
、
同
志
社
、
１
９
７
９
年
）。『
同

志
社
百
年
史
』
の
通
史
編
に
あ
る
「
京
都
看
病

婦
学
校
と
同
志
社
病
院
」（
長な
が

門と

谷や

洋
治
執
筆
）

の
章
で
は
、
初
期
看
病
婦
学
校
の
日
本
人
ス
タ

ッ
フ
に
関
し
て
、「
川
勝
原
三
は
、
東
京
大
学

卒
の
若
い
医
師
で
あ
っ
た
。
他
に
病
院
助
手
と

　

か
く
の
如ご
と

く
、
故
人
の
基
督
教
に
対
す
る
信

仰
は
、
終
始
渝か
わ

ら
ず
、
頽た
い

齢れ
い

に
及
ん
で
は
、
日

夜
聖
書
を
手
に
し
て
、
自
ら
修
養
を
積
む
を
以

て
、
唯
一
の
楽
み
と
せ
り
。
然し
か

も
一
昨
冬
以
来
、

健
康
勝す
ぐ

れ
ざ
り
し
故
人
は
、
漸
次
、
体
力
の
衰

頽
を
来
し
た
る
も
、
未
だ
嘗か
つ

て
、
日
曜
の
教
会

礼
拝
を
怠
ら
ず
、
時
と
し
て
教
会
の
往
復
の
途

中
、
卒
倒
し
た
る
こ
と
数
度
に
及
び
た
る
も
、

尚
之
を
不
止
」。

　

残
さ
れ
た
堀
の
『
照
引　

新
約
聖
書
』
に
は
、

赤
ペ
ン
で
細
字
の
書
き
入
れ
が
、
多
数
見
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
表
紙
の
余
白
に
は
、「
教
会

に
二
種
ノ
人
民
ア
リ
。
一
ハ
、
宗
教
家
ニ
テ
、

正
義
ヲ
行
ハ
ン
ト
欲
シ
、
神
ヲ
愛
セ
ン
ト
務
メ

ル
者
也
。
一
ハ
、
真
正
ノ
信
者
ニ
テ
、
神
ヲ
愛

ス
ル
ノ
心
ヨ
リ
、
義
務
ヲ
尽
ス
ニ
熱
心
ナ
ル
者

ナ
リ
」
と
あ
る
。

●
臨
終

　
「
遂
に
病
床
の
人
と
な
る
に
及
ん
で
、
已や

む

な
く
聖
書
を
繙
く
に
留
め
、
信
仰
、
愈
々
厚
き

を
加
へ
た
る
も
、
体
力
漸ぜ
ん

を
追
ひ
て
衰
頽
を
来

し
、
昨
年
九
月
以
来
、
著
し
く
食
し
ょ
く

餌じ

の
減
退

を
見
る
に
至
り
、
十
一
月
中
旬
に
至
り
て
は
、

自
ら
其
立
た
ざ
る
を
覚
悟
し
た
る
が
如
き
も
、

村
井
は
堀
に
自
分
の
会
社
の
「
顧
問
医
」
へ
の

就
任
を
要
請
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

●
晩
年
の
信
仰

　
「
更
に
故
人
は
、
終
始
一
貫
、
勤
倹
を
守
り
、

自
ら
持
す
る
こ
と
甚
だ
薄
く
し
て
、
以も
っ

て
多
数

子
女
に
、
各
々
相
当
の
教
育
を
施
し
、
親
と
し

て
、
其
子
女
を
養
育
す
る
の
義
務
を
完
ふ
し
た

る
点
に
於
い
て
も
、
亦
、
故
人
の
家
庭
の
人
と

為
り
を
察
す
る
に
足
る
可べ

し
。

額
の
寄
附
を
し
た
、
と
こ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
て

き
た
。
守
田
牧
師
が
、
村
井
家
に
養
子
と
し
て

入
っ
た
弟
を
介
し
て
、
吉
兵
衛
か
ら
多
額
の
建

築
資
金
を
引
き
出
す
こ
と
は
、
大
い
に
あ
り
え

る
。
吉
兵
衛
の
寄
附
金
は
、
堀
と
の
パ
イ
プ
だ

け
で
な
く
、
守
田
兄
弟
の
存
在
を
考
慮
す
る
と
、

が
ぜ
ん
、
蓋
然
性
が
高
ま
る
。

　

一
説
に
は
、
新
島
も
堀
同
様
に
、
村
井
と
は
、

彼
が
煙
草
産
業
に
手
を
染
め
る
前
か
ら
交
遊
が

あ
っ
た
と
い
う
。
同
志
社
理
事
の
実
業
家
、
中

村
栄
助
に
よ
る
と
、
土
曜
に
同
志
社
か
ら
新
島

を
始
め
、
教
員
や
学
生
を
呼
ん
で
、
家
庭
集
会

を
開
い
た
時
な
ど
、
同
じ
町
内
の
村
井
も
よ
く

聞
き
に
来
た
と
い
う
（「
同
志
社
と
中
村
翁
」、

１
９
３
３
年
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所

マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
）。

　

村
井
を
ベ
リ
ー
の
同
志
社
病
院
に
紹
介
し
た

の
も
、
中
村
で
あ
る
。
入
院
中
の
村
井
に
、
ベ

リ
ー
が
煙
草
の
害
を
説
い
た
本
を
３
、
４
冊
、

貸
し
た
と
こ
ろ
、
英
書
が
読
め
な
い
の
で
、
堀

に
「
誰
か
読
ん
で
く
れ
る
人
を
紹
介
し
て
ほ
し

い
」
と
依
頼
し
た
と
い
う
（
同
前
）。
あ
る
い
は
、

「
煙
草
王
」
に
な
れ
た
の
は
新
島
の
お
か
げ
、

と
終
生
、
村
井
は
感
謝
し
て
い
た
、
と
の
伝
説

さ
え
あ
る
。
こ
う
し
た
同
志
社
人
脈
を
介
し
て
、

●
村
井
兄
弟
商
会

　
「
之こ
れ

よ
り
先
き
、
村
井
吉き
ち

兵べ

衛い

氏
は
、
村
井

兄
弟
商
会
を
設
立
し
て
、
煙た
ば
こ草

製
造
工
場
を
起

す
や
、
ベ
レ
ー
氏
を
介
し
て
、〔
堀
は
〕
外
国

煙
草
の
輸
入
を
村
井
氏
の
為
め
尽
力
し
、
同
時

に
同
工
場
顧
問
医
を
兼
務
し
た
る
を
以
て
、
故

人
は
幾
多
無
職
の
青
年
を
、
続
々
、
右
煙
草
会

社
に
入
社
せ
し
め
、
一
方
、
彼
等
の
向
上
心
を

誘
発
し
て
、
宗
教
的
に
善
導
し
、
為
め
に
郷
里

青
年
に
し
て
、
故
人
よ
り
直
接
、
間
接
の
援
助

を
受
け
て
、
今
日
相
当
の
地
位
を
得
、
活
社
会

に
立
ち
て
成
功
し
た
る
者
、
十
指
に
余
れ
り
。

　

以も
っ

て
故
人
が
、
教
化
方
面
に
貢
献
せ
し
所
、

少
な
か
ら
ざ
る
を
知
る
に
足
ら
ん
」。

　

堀
俊
造
の
孫
、
村
井
正
三
氏
は
吉
兵
衛
と
は

血
縁
上
の
つ
な
が
り
は
な
い
。
堀
は
、
村
井
の

会
社
に
地
元
の
青
年
た
ち
の
就
職
を
斡
旋
し
た

ば
か
り
か
、
村
井
家
の
養
子
縁
組
に
も
係
わ
っ

て
い
る
。
守
田
家
の
息
子
を
養
子
に
斡
旋
し
た
。

彼
の
兄
、
守
田
幸
吉
郎
は
、
の
ち
に
落
合
教
会

の
牧
師
に
就
任
す
る
（
尾
崎
蘭
香『
落
合
町
史
』

264
頁
）。
守
田
牧
師
と
言
え
ば
、
１
８
９
６
年

に
現
在
の
落
合
教
会
堂
を
竣
工
さ
せ
た
功
労
者

で
あ
る
。
会
堂
新
築
の
た
め
に
吉
兵
衛
は
、
多

朱の書き入れのある堀の愛蔵聖書 堀俊造の書「以弱勝強」
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同
志
社
人
物
誌

77

か
ら
引
退
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

子
ど
も
は
11
人
で
、
９
人
が
女
児
で
あ
っ
た
。

子
息
は
と
も
に
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
の
で
、

遺
品
は
長
女
（
静
子
）
の
息
子
で
あ
る
今
井
氏

が
継
い
だ
。
堀
は
二
度
、
結
婚
し
て
い
る
。
最

初
の
妻
の
名
前
は
、
不
詳
で
あ
る
。

　

堀
の
墓
は
、
洛
東
・
若
王
子
山
の
京
都
市
営

墓
地
に
あ
る
。
市
内
最
大
の
キ
リ
ス
ト
教
墓
地

で
あ
る
。
堀
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
、
有
終

の
美
を
飾
る
か
の
よ
う
に
、
新
島
襄
の
墓
が
あ

る
同
志
社
墓
地
の
す
ぐ
側
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　
「
私
程
、
先
生
に
近
づ
い
て
ゐ
た
者
は
、
他

に
は
あ
り
ま
す
ま
い
」（『
追
悼
集
』
二
、
272
頁
、

同
志
社
社
史
資
料
室
、
１
９
８
８
年
）
と
自
負

す
る
堀
に
は
相
応
し
い
。

件
（
265
頁
）
で
あ
る
。

　

同
志
社
病
院
を
退
職
し
た
堀
は
、
京
都
市
内

で
開
業
（
眼
科
医
か
）
し
た
。
か
た
わ
ら
、
教

会
生
活
を
熱
心
に
送
っ
た
。
所
属
教
会
は
、
不

明
で
あ
る
。
若
い
時
は
、
京
都
教
会
で
あ
る
。

１
８
８
９
年
の
時
点
で
、
日
曜
学
校
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、活
躍
し
て
い
る（『
京
都
教
会
百
年
史
』

96
頁
、
99
頁
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
教
会
、

１
９
８
５
年
）。
後
半
生
は
、
今
出
川
教
会
か

ら
洛
北
教
会
へ
と
変
わ
っ
た
の
か
。

　

医
院
は
、

晩
年
ま
で
継

続
さ
れ
た
。

知
事
へ
の

「
醫
業
異
動

届
」
で
は
、

１
９
２
４
年

３
月
１
日
に

廃
業
、
と
あ

る
。
が
、「
目

下
休
業
中
」

（
１
９
２
３

年
）
と
も
あ

る
の
で
、
70

数
歳
で
現
役

●
同
志
社
学
園
と
の
つ
な
が
り

　

一
方
、
同
志
社
学
園
の
記
録
で
あ
る
が
、
英

文
の
教
授
会
記
録
（D

oshisha Faculty 
R

ecords　

1879

─1895

）
は
、「
堀
博
士
」（D

r. 

H
ori

）
に
関
し
て
４
箇
所
（
１
８
８
８
年
か

ら
１
８
９
１
年
ま
で
）
で
、
断
片
的
に
言
及
す

る
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
た
こ
と
（
168
頁
）、

10
円
で
雇
用
し
た
こ
と
（
195
頁
）、
夏
休
み
中

の
校
医
の
サ
ラ
リ
ー
の
件
（
237
頁
）、
欠
勤
の

同
志
社
社
長
（
総
長
）
の
小
崎
弘
道
は
、
堀
宛

て
の
公
文
書
で
、病
院
と
看
護
学
校
の「
継
続
」

を
約
束
す
る
。
が
、８
月
の
同
志
社
社
員
会（
理

事
会
）
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
寄
附
金
を
元

の
寄
附
者
に
返
却
す
る
、
と
決
議
し
た
。
翌
年

の
公
文
書
（
月
日
不
詳
）
で
小
崎
は
堀
に
、
佐

伯
理
一
郎
（
１
８
９
１
年
に
着
任
）
を
校
長
に

す
る
の
で
了
解
し
て
欲
し
い
、
と
伝
え
た
。

　

当
時
、
堀
は
医
師
の
近
藤
恒つ
ね

有あ
り

（
１
８
９
３

年
に
赴
任
）
と
共
に
、
病
院
を
実
質
的
に
管
理

す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
１
８
９
７
年
４
月
に
開

催
さ
れ
た
社
員
会
の
議
事
録
で
は
、
病
院
の
継

続
を
望
む
３
人
の
医
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
条
件
を

出
し
た
、
と
あ
る
。
児
玉
、
佐
伯
、
そ
れ
に
「
現

今
従
事
セ
ル
医
員
、
堀
俊
造
氏
」
で
あ
る
。
社

員
会
は
、
佐
伯
の
出
し
た
条
件
を
容
れ
て
、
彼

を
病
院
長
、
看
護
学
校
教
頭
と
し
て
招
く
こ
と

に
し
た
（『
同
志
社
談
叢
』
一
、
162
頁
）。

　

５
月
に
い
た
っ
て
、
病
院
管
理
は
佐
伯
に
引

き
継
が
れ
、
堀
と
近
藤
の
退
職
が
、
社
員
会
で

決
定
す
る
。
堀
と
近
藤
に
は
、
慰
労
金
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
50
円
、30
円
が
「
贈
与
」
さ
れ
た
（
同

前
一
、
168
〜
169
頁
）。

の
こ
と
で
あ
る
。
健
康
そ
の
も
の
の
古
谷
が
、

「
今
度
は
僕
を
診
て
下
さ
い
」
と
頼
む
の
で
、

堀
は
「
君
は
ど
こ
が
悪
い
の
か
」
と
尋
ね
た
。

　

古
谷
は
、「
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
迫
っ
て
い
る

の
に
、
寮
の
食
事
が
不ま

味ず

く
て
仕
方
が
な
い
。

こ
の
際
、
入
院
し
て
静
養
方
々
、
旨う
ま

い
食
事
に

あ
り
つ
き
た
い
」
と
答
え
た
。
堀
は
一
驚
し
た
。

「
処
が
堀
氏
は
御
人
好
し
」
で
あ
っ
た
。「
善よ

し
、

善
し
、
そ
れ
は
よ
か
ら
う
。
入
院
し
て
二
人
分

位
、
喰
ひ
玉
へ
」
と
、
入
院
さ
せ
て
く
れ
た
。

　

そ
の
日
の
夕
食
に
は
、「
シ
ッ
カ
リ
丈
夫
に

な
っ
て
、是
非
、大
勝
利
を
占
め
給
へ
」
と
「
西

洋
料
理
の
大
し
た
御
馳
走
」
が
出
た
、
と
い
う
。

満
腹
し
た
ふ
た
り
は
、
こ
れ
で
体
調
も
回
復
し

た
、
と
ば
か
り
、
入
院
を
取
り
や
め
、
意
気
揚
々

と
寮
に
戻
っ
た
（『
創
設
期
の
同
志
社
』
175
頁
）。

●
同
志
社
病
院
の
閉
鎖
を
め
ぐ
っ
て

　

堀
は
、
同
志
社
病
院
閉
鎖
の
際
は
、
病
院
側

の
窓
口
で
あ
っ
た
。
１
８
９
６
年
12
月
に
、
同

志
社
病
院
が
京
都
府
知
事
か
ら
受
取
っ
た
表
彰

状
の
宛
名
は
、「
同
志
社
病
院
代
表
者　

堀
俊

造
」
で
あ
る
。

　

堀
は
病
院
の
代
表
者
と
し
て
、
い
わ
ば
、
幕

引
き
役
を
負
わ
さ
れ
た
。
１
８
９
６
年
６
月
、

し
て
堀
俊
造
が
お
り
（〔
看
病
婦
〕
学
校
に
は

関
係
な
し
）、
の
ち
ミ
シ
ガ
ン
大
学
卒
の
白
藤

（
児
玉
）
信
嘉
も
教
師
と
し
て
加
わ
っ
た
」
と

あ
る
ば
か
り
で
あ
る
（
通
史
編
一
、
300
頁
）。

●
ホ
ー
ム
・
ド
ク
タ
ー

　

児
玉
は
、
新
島
家
の
ホ
ー
ム
・
ド
ク
タ
ー
で

も
あ
っ
た
。
母
親
へ
の
往
診
を
要
請
す
る
手
紙

が
二
通
、『
新
島
襄
全
集
』（
四
、
372
〜
373
頁
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

逆
に
堀
か
ら
も
、
発
音
に
障
が
い
を
持
つ
落

合
の
あ
る
少
女
を
、
盲
唖
院
（
現
京
都
府
立
盲

学
校
）
へ
入
れ
て
ほ
し
い
、
と
の
依
頼
状
（
１

８
８
３
年
６
月
）が
新
島
の
許
に
来
て
い
る（
同

前
五
、
182
頁
）。

　

児
玉
は
、
同
志
社
の
授
業
も
受
け
持
っ
た
。

女
学
校
の
上
級
生
を
男
子
校
の
授
業
に
呼
ん
で
、

「
生
理
学
」
を
講
義
し
た
（『
創
設
期
の
同
志
社
』

194
頁
、
同
志
社
社
史
資
料
室
、
１
９
８
６
年
）。

●
人
情
家

　

堀
は
人
情
家
で
、
同
志
社
の
学
生
を
可
愛
が

っ
た
。
い
っ
し
ょ
に
濃
尾
震
災
の
救
済
に
出
掛

け
た
学
生
に
古
谷
久
綱
が
い
る
。
彼
が
、
病
人

の
友
人
に
同
行
し
て
同
志
社
病
院
に
行
っ
た
時

本
井
康
博
（
も
と
い
・
や
す
ひ
ろ
）

１
９
４
２
年　

愛
知
県
生
ま
れ
（
68
歳
）。

１
９
５
５
年　

同
志
社
中
学
校
入
学
。

１
９
６
９
年　

�

同
志
社
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

２
０
０
４
年　

�

神
学
部
教
授
。
日
本
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
史
。
神
学
博
士
。

「
同
志
社
科
目
」
群
な
ど
を

担
当
。『
新
島
襄
を
語
る
』

シ
リ
ー
ズ
全
10
巻
（
既
刊
８

巻
）
を
刊
行
中
。

 堀俊造夫妻の墓（若王子山・京都市営墓地）


